別記様式１
平成○○年○○月○○日
　（分任）支出負担行為担当官
　　　○○森林管理局（署）長　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　住　所　　〒○○○－○○○○
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ○○県○○市○○番
　　　　　　　　　　　　　　　　代表者　　○○○株式会社
代表取締役社長
  ○○　○○    　  印
技術提案書の提出について
　平成　　年　　月　　日付けで公告のありました○○○○業務を受注したいので、下記の技術提案書関係資料を提出します。
　なお、予算決算及び会計令（昭和22年勅令第165号）第70条及び第71条の規定に該当する者でないこと及び技術提案書の内容が事実と相違ないことを誓約します。
記
        １　業務実施体制
　　　 ２　予定管理技術者の経験及び能力（資格者証等の添付書類を含む。）
　　　 ３　企業の実績、能力、信頼性
　　　 ４  業務の実施方針
　　　　５   技術提案
　　　　　　　　　　　　　　　
                                      担 当 者 名：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　役　　　 職：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電 話 番 号：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｆ  Ａ  Ｘ ：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メールアドレス：
　　　　　　　　　

別記様式２
業務実施体制
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商号又は名称：○○○○
	
	予定技術者名
	所属・役職
	資　格
	担当業務の内容

	管理技術者
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(ふ),○)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(り),○)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(が),○)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(な),○)
	
	
	

	照査技術者
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(ふ),○)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(り),○)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(が),○)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(な),○)
	
	
	

	担当技術者
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(ふ),○)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(り),○)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(が),○)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(な),○)
	
	
	

	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(ふ),○)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(り),○)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(が),○)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(な),○)
	
	
	

	
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(ふ),○)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(り),○)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(が),○)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(な),○)
	
	
	


　
　　　　
（注）１．予定技術者名には「ふりがな」を付すること。　
２．資格は、その種類、部門（選択科目）を記載すること。
３．管理技術者及び照査技術者を特定できない場合は、当該欄を増やして複数の候補者を記載すること。
別記様式３
予定管理技術者の経歴及び能力
                                                               　　　商号又は名称：○○○○
	氏　名

	生年月日


	所属・役職

	技術者の資格（資格の種類、部門（選択科目）、登録番号、取得年月日）


	同種業務の技術者としての実績

	業務名
	従事技術者別
	業務概要
	発注機関
	履行期間
	評定点

	
	
	管理・照査・担当技術者別

	
	
	
	

	過去２年度間の同種業務の成績評定の平均点              ○○件　　　　　平均○○．○点


	継続教育に対する取組み状況
　○森林分野の取得単位    ○○ CPDﾎﾟｲﾝﾄ
　○その他分野の取得単位   ○○ CPDﾎﾟｲﾝﾄ

	手持ち業務（契約金額1千万円以上）の状況（平成　年　月　日現在） 計　○○　件　　    ○○百万円

	業務名
	発注機関
	履行期間
	契約金額

	　
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


　注１：　 同種業務の管理技術者としての実績を証明する書面として、契約書等（変更協定書、検査合格通知書、管理技術者届、実施体制及び工種別数量内訳書等）又はテクリスの写しを添付すること。なお、当該業務の実績において局長等が発注した調査等業務で、業務成績評定が行われたものにあっては、前記書面に加えて当該業務の業務成績評定通知書を添付すること。
　注２：　 過去２年度間の同種業務成績の平均点を証明する書面として、別記様式３－１を作成し、記載したすべての業務成績評定通知書の写しとともに添付すること。
　注３：　 管理技術者の資格を証明するための書面として、次のa、ｂ又はｃのいずれかを添付すること。
ａ　技術士は、技術士登録等証明書の写し
ｂ　林業技士の登録を受けた者は、登録証の写し及び当該技術者の雇用主が証明する実務経歴の原本（技術者の名称・学歴に応じた期間）
ｃ　上記a及びb以外の者は、当該技術者の雇用主が証明する実務経歴の原本（技術者の名称・学歴に応じた期間）
　注４：　 継続教育に対する取組み状況（過去１年度間）の取得単位を証明する資料の写しを添付すること。
　　　　　 なお、（社）日本技術士会が発行する技術士CPD登録証明書において「森林部門」の他に「その他分野」をも併せて証明している場合は、CPD記録に「森林部門」のCPDが判るよう印を付して添付するなど、「森林部門」の取得単位が判るようにすること。
　注５：　 手持ち業務の状況を証明する資料として、手持ち業務の状況に記載したすべての契約書の写し（業務名・発注機関名・履行期間・社印を有する部分及び契約金額が確認できる部分）
　注６：　 上記注１～３の書面については、入札公告３の競争参加資格確認申請書へ添付し提出していても、本技術提案書への添付　　　　   を省略することはできない。
　　　　　 なお、本技術提案書への添付がない場合は、「添付書類の不備」として、当該評価項目については、「最低の点」とする。 
別記様式３－１ 
                                         管理技術者氏名：　　　　　　　　　   
予定管理技術者の成績評定表
    （作成例・治山） 
	　　　　業　務　名

	業務成績評定のうち管理技術者の評定点
	件　数

	平均

	                          

	  ○○治山全体計画調査業務
	              点
      ６８
	        　　

	        　  

	

	　△△地区山腹工実施設計業務
	              点
      ７５
	
	
	

	  
	              点
      
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	合　　計
	（A) 　　　  点
    １４３
	（B)       件
       ２
	(A)÷(B)   点
     ７１．５
	


（２回目以降の記入例）
業務成績評定書の写しについては、○○調査設計業務の技術提案書提出時に提出済みです。 
注１： 　関東森林管理局長等が発注し、予定管理技術者が管理技術者として従事した同種業務について、過去２年度間に完了し業務成績評定が行われている場合は、管理技術者業務成績評定の評定点（減点を受けている場合は修正後の総合評価点）を全て記載すること。
なお、照査技術者及び担当技術者として従事した業務は除く。
注２： 　作成のための欄が不足の場合は任意に行を追加すること。 
注３：　 該当のない場合は表内の業務名欄に「該当なし」と記載すること。 
注４：　 記載した業務すべての業務成績評定通知書の写しを添付すること。
なお、同年度における業成績評定通知書の写しの添付は、関東森林管理局管内のいずれかの署等へ、年度当初の提案書提出時1回目限りとし、2回目以降の提出時においては、業務名（2回目以降の記入例）を記入することにより、添付を要しないものとする。
別記様式４
企業の実績、能力、信頼性
                                                　　　　商号又は名称：○○○○
	　項　　目
	具体的な記載
	該当
	添付書類

	低入札価格調査基準価格等を下回った価格による同種業務の受注実績
	低入札価格調査基準価格又は品質確保基準価格を下回る価格による受注実績の有無
（過去２年度間に関東森林管理局長等の発注に係る同種業務の契約金額100万円以上の受注実績）

	有・無

	

	
	有りの場
合
	業務名：

	（なし）


	
	
	上記の業務成績評定点
　　　　　　　　　　　　　　　点

	

	業　務　成　績
	企業の業務成績の平均点
（過去２年度間に関東森林管理局長等が発注した同種業務の業務成績評定点の平均点）

	平均点
　　点

	別記様式４－１
　


	不誠実な行為の有無
	指名停止措置等の有無
（過去２年度間に関東森林管理局長による指名停止措置等の有無）

	有・無

	（なし）


	
	有りの場合
	指名停止（警告、注意喚起）の理由

	

	
	
	指名停止期間
平成　　年　　月　　日
　　　　～平成　　年　　月　　日
	


別記様式４－１ 
                     　　　　企業の業務成績評定表 
                                                商号又は名称：○○○○
   （作成例）                                                                  
	　　　　業　務　名
	業務成績評定の
評定点
	件　数
	平均
	                        

	○○治山全体計画調査業務
	              点
      ７２
	        　　

	        　  

	

	△△地区渓間工調査設計業務
	              点
      ６６
	
	
	

	××地区地すべり調査設計業務
	              点
      ８０
	
	
	

	

	
	
	
	

	
	
	
	
	

	          合　　計
	（A) 　　　  点
    ２１８
	（B)       件
       ３
	(A)÷(B)   点
     ７２．６
	


 （２回目以降の記入例）
業務成績評定書の写しについては、○○調査設計業務の技術提案書提出時に提出済みです。 
（注１）入札公告２の（６）に該当するすべての業務成績評定点について作成例を参考に記載する。（関東森林管理局長及び関東森林管理局管内の森林管理署長、森林管理署支署長、森林管理事務所長、治山センター所長が発注したもので、同種業務に限る。） 

        また、作成のための欄が不足の場合は任意に行を追加すること。  

        なお、該当のない場合は表内の業務名欄に「該当なし」と記載すること。
（注２）資料として注１に係るすべての業務成績評定通知書の写しを添付する。
なお、同年度における業成績評定通知書の写しの添付は、関東森林管理局管内のいずれかの署等へ、年度当初の提案書提出時1回目限りとし、2回目以降の提出時においては、業務名（2回目以降の記入例）を記入することにより、添付を要しないものとする。
別記様式５
業務の実施方針
                                             　　　　 商号又は名称：○○○○
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業名
１　実施方針　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　                              
２　実施手順　　　　　　　　　　　　　　  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　                              

３　工程計画
	        工程
項目
	業　務　工　程
	担当技術者


	
	月
	月
	月
	月
	月
	月
	

	1.準備計画
	
	
	
	
	
	
	

	2.現地調査
	
	
	
	
	
	
	

	3.○○測量
	
	
	
	
	
	
	

	4.○○設計
	
	
	
	
	
	
	

	5.照査
	
	
	
	
	
	
	

	6.報告書作成
	
	
	
	
	
	
	

	7.業務打合せ
	
	
	
	
	
	
	


 (注)１ 各項目の主たる担当技術者名を担当技術者欄に記載すること。
   　２ Ａ４版２枚以内にまとめること。
別記様式６
技　術　提　案
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 商号又は名称：○○○○
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業名
	①　総合的なコストに関する事項
②　工事目的物の性能・機能又は調査の精度に関する事項
　　
③　社会的要請に関する事項
　　



(注)１　具体的な技術提案について、技術提案書作成要領の評価項目、評価の着目点に留意し記載すること。
    ２　技術提案は、具体的かつ簡潔に記載することとし、Ａ４版２枚以内（写真等含む）にまとめること。
なお、別紙又は資料の添付は認めないが、提案内容に応じ不可欠な場合は、事前に発注者の了解を得た場合に限り可とする。
　　３  提案に伴う経費の増について、発注者は増額を行わないので、受注者の責で提案すること。
４　入札説明書7.の（8）に示すとおり、記載された技術提案の内容は業務において　　　 すべて履行すること。
なお、履行されなかったことにより、満たされなかった評価項目１項目につき、業務成績評定点の点数を３点づつ減ずる。
手持ち業務がない場合は、必ず「（平成○○年○月○日現在） 計０件 ０百万円」


と記載すること。





１回目は記載した業務成績評定通知書の写しを必ず添付の上、提出。


2回目以降は、作成例を基に1回目に提出した業務名を記載して提出（業務成績評定通知書の写しは添付不要）。





１回目は記載した業務成績評定通知書の写しを必ず添付の上、提出。


2回目以降は、作成例を基に1回目に提出した業務名を記載して提出（業務成績評定通知書の写しは添付不要）。





（業務フロー図等）





（業務フロー図等）









